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南部マリアナ海溝で採取された海溝カンラン岩の地質学的研究
Peridotites outcroppted in the southern Mariana Trench
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伊豆･小笠原･マリアナ弧(IBM弧)は南北3000kmに及ぶ海洋性島弧系である．海溝内に堆積物の付加体を持た
ず，海溝陸側斜面には地殻物質やマントル物質が露出している．マリアナ弧はIBM弧の南部約1500㎞を占め，そ
の海溝軸は小笠原海台とカロリン海嶺の衝突により湾曲している[1]．そのため，グアム島西方からヤップ海溝
に至る南部マリアナ海溝はマリアナ島弧やマリアナトラフ(背弧海盆)を横切る特殊な構造を持つ． 
これまで，南部マリアナ海溝陸側斜面の地質学的研究はチャレンジャー海淵北東の海溝陸側斜面を対象に行わ
れてきた．北部マリアナ前弧のカンラン岩に類似した高い部分溶融程度のカンラン岩に加えて，肥沃な組成を
持つ背弧的なカンラン岩が得られている[3]．一方で，チャレンジャー海淵より西側の海溝陸側斜面を対象にし
たマントルカンラン岩の岩石学的な研究例はなく，Hawkins and Batiza (1977)の岩石記載のみである．そのた
め，南部マリアナ海溝陸側斜面に露出するマントルカンラン岩の全体像はいまだ明らかになっていない． 
そこで本研究の目的は，南部マリアナ前弧全域から得られたカンラン岩の岩石学的および微細構造的特徴を比
較検討することによって，南部マリアナ海溝陸側斜面のマントル領域の全体像を明らかにすることである．研
究試料はチャレンジャー海淵より北東の8海域とチャレンジャー海淵西方の２海域で採取されたカンラン岩を用
いた．サンプルは研究船白鳳丸の3航海，KH92-1，KH98-1およびKH03-3，支援母船よこすかの4航
海，YK08-08，YK10-12，YK14-13およびYK15-11，R/VThomas WashingtonのMARIANA Expedition in 1978で採取
された． 
チャレンジャー海淵西方の2海域から採取されたカンラン岩の岩石学的特徴は海域ごとに異なっていた．ヤップ
海溝との接続部の近傍(Site1:11°2’N 139°3’E)から得られたカンラン岩は肥沃な組成を持ち，パレスベラ海盆
カンラン岩の組成と一致する特徴を示した[4]．Site1より東方のチャレンジャー海淵に近い海域から採取され
たカンラン岩は北部マリアナ前弧のカンラン岩に似た枯渇した組成を示した[5]．ポスターでは，これらの
データを加えて，南部マリアナ海溝全域のカンラン岩の特徴について議論する予定である． 
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